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魅
力
魅
力
あ
る
あ
る
女
性
部

女
性
部
をを
目
指
目
指
し
て
し
て

も
あ
り
、
創
立
七
十
周
年
を
記
念

誌
発
刊
と
歴
代
部
長
へ
の
感
謝
状

贈
呈
式
と
い
う
形
で
執
り
行
っ
た
。

　

そ
の
後
総
会
が
行
わ
れ
、
部
員

五
十
五
名
の
う
ち
三
十
名
が
出
席

し
た
。
開
会
に
あ
た
り
布
谷
部
長

よ
り
「
令
和
五
年
度
の
女
性
部
の

事
業
活
動
は
コ
ロ
ナ
が
五
類
に
移

行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
女

性
部
活
動
を
全
て
行
な
う
事
が
出

来
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
女
性
ま

つ
り
を
四
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
多

く
の
部
員
と
顔
を
合
わ
す
機
会
が

増
え
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
近
年
、

部
員
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
部
員
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
な
が
ら
よ
り
良
い
女
性
部
に

な
る
よ
う
、
事
業
を
進
め
て
参
り

ま
す
。｣

と
挨
拶
。

　

続
い
て
来
賓
の
高
橋
組
合
長
よ

り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
北
居
辺
支
部
の
早
坂

彩
さ
ん
と
臼
井
牧
子
さ
ん
が
議
長

に
専
任
さ
れ
、
令
和
五
年
度
の
様
々

女性部
第
71
回
Ｊ
Ａ
女
性
部
通
常
総
会
・

創
立
70
周
年
記
念
感
謝
状
贈
呈
式
開
催

　

三
月
六
日
、
Ｊ
Ａ
女

性
部
（
布
谷
桂
子
部
長
）

の
第
七
十
一
回
Ｊ
Ａ
女

な
活
動
を
通
し
て
一
年
間
の
活
動

経
過
報
告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ

い
て
、
次
年
度
の
活
動
方
針
案
並

び
に
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
、
会

費
の
徴
収
額
並
び
に
徴
収
方
法
に

つ
い
て
等
全
議
案
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

　

最
後
に
Ｊ
Ａ
女
性
の
歌
「
明
日

輝
く
た
め
に
」
を
流
し
、
閉
会
と

な
っ
た
。

✿
役
員
体
制

部　

長　

布
谷　

桂
子（
北
居
辺
）

副
部
長　

牧
野　
　

瞳（
上
士
幌
）

　

〃　
　

青
山　

直
子（
萩
ヶ
岡
）

監　

事　

青
木　

未
来（
上
音
更
）

監　

事　

泉
田
和
可
子（
北　

門
）

✿
支
部
長

上
音
更　

新　

村　

恵　

理

上
士
幌　

横　

山　

桃　

子

北
居
辺　

齋　

藤　

栄
利
子

北　

門　

石　

川　

志　

穂

萩
ヶ
岡　

千　

田　

幸　

代

総会の様子総会の様子

歴代部長７名歴代部長７名

布谷部長挨拶布谷部長挨拶

新役員挨拶新役員挨拶

第38第38〜〜40代部長　青木氏挨拶40代部長　青木氏挨拶

性
部
通
常
総
会
並
び
に
創
立
七
十

周
年
歴
代
部
長
感
謝
状
贈
呈
式
を

農
協
会
議
室
に
て
開
催
し
た
。

　

始
め
に
、
歴
代
部
長
へ
の
感
謝

状
贈
呈
式
を
行
っ
た
。
七
名
の
歴

代
部
長
が
感
謝
状
を
受
け
取
り
、

代
表
し
て
第
三
十
八
～
四
十
代
部

長
青
木
時
子
氏
よ
り
挨
拶
を
頂
い

た
。長
く
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、式
典

や
祝
賀
会
の
開
催
準
備
へ
の
不
安
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を
行
い
、
七
名
が
出
席
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
令
和
五
年
度
の
活
動
経

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
（
瓦

井
真
衣
部
会
長
）
は
三
月
十
五

日
に
令
和
五
年
度
の
定
期
総
会

　

す
ず
ら
ん
会
（
曽
我
律
子
会

長
）は
三
月
二
十
一
日
に
令
和
五

年
度
の
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

過
報
告
及
び
収
支
決
算
書
の
承
認
に
つ
い

て
、
令
和
六
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
（
案
）、
役
員
改
選
に
つ
い
て
、
全
議

案
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

事
業
計
画
で
は
会
員
同
士
の
絆
を
深
め

る
た
め
、
身
近
な
情
報
交
換
の
場

と
し
て
親
睦
会
や
研
修
会
の
開
催

を
予
定
し
た
。

　

今
年
は
部
会
長
と
し
て
、
上
音

更
地
区
の
伊
藤
早
紀
さ
ん
が
選
任

さ
れ
た
。

✿
新
役
員
体
制

部

会

長　

伊　

藤　

早　

紀
 

（
上
音
更
）

副
部
会
長　

瓦　

井　

真　

衣

 

（
上
音
更
）

理　
　

事　

猪　

狩　

琴　

乃

 

（
萩
ヶ
岡
）

　

十
二
名
が
出
席
し
、
令
和
五
年
度
の
活

動
経
過
報
告
及
び
収
支
決
算
書
の
承
認
に

つ
い
て
、
令
和
六
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
（
案
）、
役
員
改
選
に
つ
い
て
、

全
議
案
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
役
員
改
選
が
行
な
わ
れ
、
萩
ヶ

岡
支
部
の
根
本
佐
代
子
さ
ん
が
新
会
長

に
選
任
さ
れ
た
。

　

今
年
も
楽
し
い
行
事
を
企
画
し
充
実

し
た
一
年
に
な
る
よ
う
会
員
の
積
極
的

な
参
加
を
目
指
し
、
研
修
や
各
月
の
例

会
の
参
加
な
ど
を
中
心
に
取
り
組
む
。

✿
新
役
員
体
制

会　

長　

根　

本　

佐
代
子（
萩
ヶ
岡
）

副
会
長　

大　

平　

照　

子（
東
居
辺
）

班　

長　

菅　

原　

清　

枝（
上
士
幌
）

　

〃 　

 

早　

坂　

ハ
ル
子（
北
居
辺
）

　

〃 　

 

大　

平　

照　

子（
東
居
辺
）

　

〃　
　

曽　

我　

律　

子（
北　

門
）

　

〃　
　

根　

本　

佐
代
子（
萩
ヶ
岡
）

総会の様子総会の様子

総会の様子総会の様子

健
や
か
で
若
く
美
し
く
�

す
ず
ら
ん
会　

定
期
総
会
開
催

会
員
同
士
の
絆
を
深
め
よ
う

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会　

定
期
総
会
開
催
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佐藤部長挨拶佐藤部長挨拶

綱領朗読綱領朗読

令和５年度　旧役員令和５年度　旧役員

令和６年度　新役員令和６年度　新役員

地
域
に
根
差
し
た
青
年
部
活
動
を

地
域
に
根
差
し
た
青
年
部
活
動
を

回
Ｊ
Ａ
青
年
部
定
期
総
会
を
開
催

し
、
二
十
六
名
の
青
年
部
員
が
出

席
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
佐
藤
達
弥
部
長

の
挨
拶
後
、
来
賓
祝
辞
を
上
士
幌

町
竹
中
貢
町
長
、
Ｊ
Ａ
上
士
幌
町

高
橋
昭
博
代
表
理
事
組
合
長
、
十

勝
地
区
青
年
部
協
議
会
藤
田
副
会

長
よ
り
頂
き
、
来
賓
紹
介
と
し
て
、

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
北
部
支

所
中
村
支
所
長
、
上
士
幌
町
商
工

会
青
年
部
嘉
藤
部
長
、
上
士
幌
町

役
場
農
林
課
尾
崎
係
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
、
畑
作
部
会
の
須
田
侑

希
さ
ん
が
議
長
に
選
任
さ
れ
議
事

青年部
第
68
回
Ｊ
Ａ
青
年
部
定
期
総
会

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
（
佐
藤

達
弥
部
長
）
は
三
月
一

日
に
農
協
事
務
所
会
議

室
に
お
い
て
第
六
十
八

に
入
っ
た
。

　

令
和
五
年
度
の
活
動
を
通
し
て

一
年
間
の
活
動
経
過
報
告
並
び
に

収
支
決
算
に
つ
い
て
、
次
年
度
の

活
動
方
針
案
並
び
に
収
支
予
算
案

に
つ
い
て
、
会
費
の
徴
収
額
並
び

に
徴
収
方
法
に
つ
い
て
協
議
さ
れ

全
議
案
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
役
員
改
選
で
は
佐
藤
部
長
よ

り
選
考
結
果
が
発
表
さ
れ
令
和
六

年
度
新
役
員
が
決
定
し
た
。
新
部

長
に
選
任
さ
れ
た
増
田
新
部
長
は

「
青
年
部
員
が
一
致
団
結
し
、
諸

先
輩
方
が
築
い
て
き
た
伝
統
を
引

き
継
ぎ
な
が
ら
、
部
員
同
士
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
地
域
に
根
差
し

た
活
力
あ
る
青
年
部
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。」
と
力
強
く
目
標
を

掲
げ
た
。

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
は
令
和
六
年
度
も

役
員
は
も
と
よ
り
、
両
部
会
の
活

動
を
進
め
て
い
く
上
で
多
く
の
部

員
へ
参
加
を
呼
び
か
け
、
各
団
体

及
び
上
部
組
織
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
行
っ
て
い
く
。

✿
新
役
員
体
制

部　

長（
新
）　

増　

田　

優　

造

副
部
長（
新
）　

伊　

藤　

顕
太
郎

書
記
長（
新
）　

早　

坂　

直　

起

監　

事（
新
）　

佐　

藤　

達　

弥

　

〃　

（
新
）　

石　

川　

大　

貴

畑
作
部
会
長（
新
） 

 

横　

山　

雅　

人

酪
農
部
会
長（
新
） 

 

高　

木　

俊　

樹

畑
作
副
部
会
長（
新
）

 

泉　

田　

澄　

夫 
酪
農
副
部
会
長（
新
）

 

荒　

井　

峻　

也
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総会の様子総会の様子

全道総会の様子全道総会の様子

意見交換会の様子意見交換会の様子

第74回 定期総会・学習会開催第74回 定期総会・学習会開催

第73回 定期総会開催第73回 定期総会開催
　４月４日に第73回ＪＡ青年部全道総会が札幌市パークホテ

ルにて開催された。

　当ＪＡ青年部からは５名の役員が出席し、全道各地からも

多くの盟友が出席した。

　はじめに北海道農協青年部協議会 稲村会長より開会の挨

拶を頂戴し開催した。

　議案第１号令和５年度事業報告並びに収支決算について、

議案第２号令和６年度事業計画並びに収支予算案について、

議案第３号令和６年度会費の賦課及び徴収方法案について協

議され、全議案原案通り承認された。

　総会終了後は、全道総会に出席した十勝地区青年部で懇親会を開催し終了した。

　３月13日、十勝農協連ビルで十勝地区青年部協議会第74回

定期総会・学習会が開催され、当青年部からも役員４名が出

席した。

　はじめに行われた学習会では「食農教育を通じた持続可能

な地域づくりについて」と題し、ＮＰＯ法人食の絆を育む会

理事長、㈱ノースプロダクション代表近江正隆氏より公演が

行われた。その後定期総会へと進み、令和５年度活動経過報

告並びに収支決算について、令和６年度の活動方針案、会費

の徴収方法、新役員体制について協議され、全議案原案通り

承認された。

　定期総会終了後、上士幌、士幌、鹿追、音更、木野の５単組で構成される士幌線ブロックの新役員顔合わせ

が行われ、参加した部員同士懇親を深めていた。

十勝地区農協青年部協議会十勝地区農協青年部協議会

北海道農協青年部協議会北海道農協青年部協議会

JA青年部

Ｊ
Ａ
役
員
と
の

　
　

意
見
交
換
会
開
催

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
（
増
田
優
造
部
長
）
は
、
三
月
二
十
六
日

に
農
協
事
務
所
三
階
会
議
室
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
役
員
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

今
年
は
、
青
年
部
全
部
員
を
対
象
と
し
、
新
役
員
を
含

む
十
三
名
の
部
員
が
参
加
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
高
橋
代
表
理
事
組
合
長
よ
り
挨
拶
を
頂

き
、
そ
の
後
増
田
部
長
の
挨
拶
で
開
始
し
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
事
前
に
農
協
側
に
質
問
し
て

い
た
資
料
と
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
に
基
づ
き
、

令
和
五
年
度
の
農
協
事
業
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。
沢
山

の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
様
々
な
質
問
や
要
望
が
出
る
な

ど
、
今
後
の
農
業
の
担
い
手
で
あ
る
青
年
部
世
代
と
し
て

勉
強
に
な
り
、
良
い
経
験
の
場
と
な
っ
た
。

　

増
田
部
長
は
「
今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
、
青
年
部
内

外
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
広
く
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
有
意

義
な
時
間
と

な
っ
た
。
今

後
も
関
係
機

関
と
の
連
携

を
密
に
す
る

た
め
に
も
様

々
な
意
見
交

換
の
場
を
設

け
て
い
く
よ

う
事
業
を
展

開
し
て
い
き

た
い
。」と
話

し
て
い
た
。
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JA青年部 一夜研修会･一夜研修会･スポーツスポーツ交流会開催交流会開催

ボウリングの様子ボウリングの様子 研修会の様子研修会の様子

　ＪＡ青年部（佐藤達弥部長）は、２月15日～16日にかけて一夜研修会を開催した。当日は

14名の部員が出席し、はじめに農協事務所会議室で安全講習会を実施した。

　農作業安全講習として、十勝農業普及改良センター十勝北部支所の古坐優花氏を講師に招き、農作業事故の

事例や日常の農作業において気を付ける点等について講習を受けた。

　その後、研修会としてＪＡ上士幌町管理課西部長を講師に「ＪＡコネクト」について研修を行い、登録方法

や今後の案内 ･取りまとめ方法、メリットなどについて説明を頂いた。

　研修終了後は帯広市のディノスボウルに移動し、スポーツ交流会が行われた。チーム戦で行われストライク

やスペアに惜しみない拍手を送るなど楽しい時間を過ごした。スポーツ交流会後市内にて懇親会が行われ、ス

ポーツ交流会に

て入賞した部員

へ賞品が手渡さ

れた。その後、

部員同士交流を

深めるなど非常

に楽しい時間を

過ごした。
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消
流
地
視
察
研
修
を
終
え
て

消
流
地
視
察
研
修
を
終
え
て

あ
る
、
Ｊ
Ａ
島
原
雲
仙
南
串
地
区
営
農
セ
ン
タ

ー
に
向
か
い
、
午
前
十
一
時
頃
に
到
着
後
視
察

農
家
を
案
内
し
て
い
た
だ
く
た
め
Ｊ
Ａ
島
原
雲

仙
の
職
員
と
普
及
所
職
員
と
合
流
し
、
午
前
十

一
時
半
頃
に
視
察
目
的
で
あ
る
雲
仙
南
串
地
区

の
段
々
畑
に
到
着
し
、
視
察
を
行
い
な
が
ら
担

当
職
員
よ
り
雲
仙
市
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
雲
仙
市
が
あ
る
島
原
半
島
は
恵
ま

れ
た
土
壌
や
気
候
な
ど
か
ら
農
業
が
盛
ん
で
、

市
内
で
は
四
千
八
百
ha
の
農
地
で
、
米
や
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
レ
タ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
が
栽

培
さ
れ
、
二
〇
一
九
年
度
産
出
額
は
百
九
十
億

円
と
県
内
随
一
を
誇
っ
て
い
る
と
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
拝
見
し
、
地
域
特
有
の

傾
斜
地
に
石
段
を
組
ん
で
整
備
し
た
段
々
畑
の

景
色
は
と
て
も
絶
景
で
、
畑
自
体
も
排
水
性
が

よ
く
地
形
を
活
か
し
た
野
菜
生
産
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
開
拓
の
歴
史
と
農
業
の
発
展
を
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
南
串
地
区
の
田
島
幹
生
氏
よ

り
幻
の
じ
ゃ
が
い
も
と
言
わ
れ
る
「
デ
ジ
マ
」

に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
デ
ジ
マ
」

は
か
つ
て
地
元
で
主
流
品
種
と
し
て
栽
培
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
栽
培
が
難
し
い
こ
と
や
収
量

が
低
い
こ
と
か
ら
農
業
経
営
の
為
に
、
高
収
入
・

安
定
収
入
に
つ
な
が
る
品
種
へ
転
換
が
進
み
栽

培
農
家
は
減
少
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
品
種
の

普
及
に
取
り
組
む
べ
く
青
年
部
で
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
青

年
部
活
動
の
意
識
の
高
さ
と
地
域
振
興
へ
の
熱

い
想
い
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
視
察
終
了
後
、

長
崎
県
か
ら
福
岡
県
ま
で
新
幹
線
で
移
動
し
、

福
岡
市
内
で
夕
食
を
済
ま
せ
終
了
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
の
研
修
で
は
、
福
岡
県
福
津
市
に
あ

る
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
津
屋
崎
支
店
の
施
設
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
津
屋
崎
支
店
に
は
、
津
屋

崎
集
荷
場
が
あ
り
「
コ
ス
モ
フ
ァ
ン
」
と
い
う

蒸
散
抑
制
装
置
を
導
入
し
て
い
ま
し
た
。
野
菜

や
果
実
は
、
収
穫
後
の
蒸
散
や
呼
吸
に
よ
っ
て

水
分
が
失
わ
れ
鮮
度
が
落
ち
る
た
め
、
冷
蔵
庫

内
の
加
湿
が
大
切
で
す
。「
コ
ス
モ
フ
ァ
ン
」
は
、

従
来
の
加
湿
機
の
よ
う
に
青
果
物
に
外
か
ら
水

を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
冷
蔵
庫
内
に
飽
和
蒸

気
を
満
た
す
こ
と
で
青
果
物
そ
の
も
の
が
蒸
散

で
き
な
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う

で
す
。
そ
の
結
果
、
相
対
湿
度
を
百
％
に
近
い

値
で
維
持
し
て
鮮
度
を
保
ち
な
が
ら
出
荷
を
行

う
こ
と
で
、
顧
客
・
取
引
先
か
ら
の
信
頼
度
ア

ッ
プ
、
生
産
価
格
・
製
品
化
率
の
上
昇
、
過
重

労
働
の
軽
減
と
い
っ
た
様
々
な
面
で
相
乗
効
果

が
出
て
い
る
と
ご
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
㈱
み
ず
ほ
フ
ァ
ー
ム
に
も
伺
い
、
代

表
で
あ
る
寺
島
氏
の
畑
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

み
ず
ほ
フ
ァ
ー
ム
は
三
十
ha
を
超
え
た
大
規
模

経
営
を
行
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
と
も
強
い
関
係
性

を
持
っ
て
農
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
化
に
よ
り
離
農
も
多
い
中
、
借
地

を
増
や
し
雇
用
創
出
に
対
し
て
も
高
い
意
識
を

お
持
ち
に
な
っ
て
お
り
、
感
銘
を
受
け
た
と
共

に
今
後
の
農
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ジ
ョ
ー
キ
ュ
ー
醤
油
本
社
へ
と
移

動
し
、
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
ジ
ョ
ー
キ
ュ
ー

醤
油
は
福
岡
県
の
繁
華
街
で
あ
る
天
神
に
位
置

し
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
老
舗
の
醤
油
屋
さ
ん

で
す
。
創
業
は
一
八
五
五
年
で
、
土
蔵
は
江
戸

時
代
に
建
て
ら
れ
、
現
在
も
醤
油
の
仕
込
蔵
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
実
際
に
建
物

や
歴
史
の
深
さ
を
大
い
に
感
じ
ら
れ
た
視
察
と

な
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
各
視
察
先
へ
の
訪
問
が
終
了
し
、
翌

日
に
北
海
道
へ
帰
省
し
ま
し
た
。
研
修
中
は
事

故
等
何
も
な
く
、
全
員
が
無
事
に
帰
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
長
崎･

福
岡
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
私
た
ち
の
農
業
形
態
や
営
農
と
異
な
る
部

分
も
沢
山
あ
り
、
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
農
業
後
継
者
と
し
て
今
後
の
営
農

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
改
め
て
強
く
思
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
関

係
者
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も

農
業
情
勢
は
厳
し
い
環
境
が
続
き
ま
す
が
、
農

業
後
継
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
営
農
に
邁
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

JA青年部

伊
藤
顕
太
郎
・
横
山　

雅
人
・
泉
田　

澄
夫

参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
中
の
九
州
の
天
候
は
雨
の
降
る
日

や
、
晴
れ
て
い
て
も
少
々
肌
寒
く
感
じ
る
よ
う

な
四
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
帯
広
空
港
か
ら
羽
田
空
港
を
経
由

し
、
長
崎
空
港
に
は
予
定
通
り
午
後
四
時
二
十

分
頃
に
到
着
し
ま
し
た
。
到
着
後
は
ホ
テ
ル
へ

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
済
ま
せ
、
繁
華
街
の
飲
食
店

に
て
長
崎
の
郷
土
料
理
を
堪
能
し
、
移
動
の
疲

れ
を
癒
や
し
終
了
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
午
前
八
時
半
頃
に
レ
ン
タ
カ
ー
を

利
用
し
ホ
テ
ル
を
出
発
し
ま
し
た
。
目
的
地
で

　

令
和
六
年
二
月
五
日
～
八
日

の
三
泊
四
日
で
Ｊ
Ａ
青
年
部
主

催
に
よ
る
消
流
地
視
察
研
修
が

行
わ
れ
、
今
年
度
に
つ
い
て
は

畑
作
部
会
よ
り
伊
藤
顕
太
郎
（
上

音
更
）・
横
山
雅
人
（
上
士
幌
）・

泉
田
澄
夫
（
北
門
）
の
三
名
で

福岡県　農家視察福岡県　農家視察

福岡県　夕食の様子福岡県　夕食の様子 長崎県　段々畑長崎県　段々畑長崎県　農家視察②長崎県　農家視察②

長崎県　農家視察①長崎県　農家視察①
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上
士
幌
町
タ
カ
ノ
ス
種
子
馬
鈴
薯
生
産
組
合

上
士
幌
町
タ
カ
ノ
ス
種
子
馬
鈴
薯
生
産
組
合

　
　
　
　
　
　
設
立

　
　
　
　
　
　
設
立
5050
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
開
催

祝賀会の様子祝賀会の様子

高橋組合長　祝辞高橋組合長　祝辞

記念式典の様子記念式典の様子

功労者表彰の様子功労者表彰の様子

　

三
月
六
日
、
農
協
事
務
所
会
議

室
に
お
い
て
上
士
幌
町
タ
カ
ノ
ス

種
子
馬
鈴
薯
生
産
組
合
設
立
五
十

周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。

　

最
初
に
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、

歴
代
組
合
長
及
び
旧
生
産
者
並
び

に
旧
事
務
局
が
表
彰
さ
れ
た
。
そ

の
後
来
賓
祝
辞
を
上
士
幌
町
竹
中

町
長
、
高
橋
代
表
理
事
組
合
長
よ

り
頂
き
、
受
賞
者
謝
辞
へ
と
続
い

た
。

　

記
念
式
典
後
、
み
ど
り
鮨
に
お

い
て
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
大
道
専

務
理
事
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
が

始
ま
り
、
畑
作
振
興
会
会
長
齋
藤

雄
司
氏
の
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く

ら
れ
た
。

　

同
組
合
は
今
後
も
、
安
全
で
良

質
な
種
子
馬
鈴
薯
の
提
供
が
出
来

る
よ
う
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な

り
取
り
組
ん
で
い
く
。
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全国米麦改良協会会長賞受賞全国米麦改良協会会長賞受賞

北海道麦作共励会最優秀賞受賞北海道麦作共励会最優秀賞受賞

祝賀会の様子祝賀会の様子 全国米麦改良協会会長賞　岩瀬 紀昭氏全国米麦改良協会会長賞　岩瀬 紀昭氏

個人の部 第２部 最優秀賞　岩瀬 紀昭氏個人の部 第２部 最優秀賞　岩瀬 紀昭氏

　２月29日、全国麦作共励会中央表彰式が東京都ホテルポール麹町で開催され、岩瀬紀昭氏が全国米

麦改良協会会長賞を受賞した。

　審査においては、品質の改善・収量の向上・栽培技術の改良・生産コストの低減など様々な観点か

ら総合的に審査を行い受賞者が決定されている。岩瀬氏は五年産秋播き小麦の収量は738㎏／10ａで、

同平均520㎏を大きく上回る水準となっており、労働時間は約1.39時間／10ａ（道平均1.44／10ａ）

と道平均を下回っている。「効率より効果」を信念としつつ、効果を担保しながら労働付加軽減と収

益性の追求が評価された。

　３月８日、北海道麦作共励会が札幌市共済ビルで開催され、岩瀬紀昭氏が個人の部第二部で最優秀

賞を受賞した。

　審査においては、収量要素・品質要素・技術要素など生産技術、経営改善の面から創意、工夫を持

ち先進的で他の模範となる麦作農家を表彰している。

　岩瀬氏は過去２ヶ年平均収量が660㎏／10ａで、町平均収量対比114％と多収となっている。土づく

りから栽培管理まで高い栽培技術で高収量、高品質を維持しており地域を牽引していることが高く評

価された。

令和５年度　全国麦作共励会令和５年度　全国麦作共励会

令和５年度令和５年度
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退
職
者　

三
月
三
十
一
日
付

管
理
部
融
資
審
査
課
融
資
審
査
課

長
及
び
管
理
部
融
資
審
査
課
融
資

審
査
係
長
兼
務

 

菅　

原　

誠　

志

畜
産
部
畜
品
課
畜
品
係

白　

木　

裕　

平

人
事
異
動　

四
月
一
日
付

管
理
部
融
資
審
査
課
融
資
審
査
課

長
及
び
管
理
部
融
資
審
査
課
融
資

審
査
係
長
兼
務遠　

藤　

邦　

彦

畜
産
部
酪
農
課
酪
農
課
長

小　

川　

雄　

一

畜
産
部
畜
品
課
畜
品
課
長

嶋　

谷　

洋　

輝

畜
産
部
畜
品
課
畜
品
係
長

齊　

藤　
　
　

修

人
事
の

動
き

議
案
第
４
号

　
　

就
業
規
則
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

議
案
第
５
号

　
　

乳
脂
肪
率
向
上
総
合
対
策
事

業
実
施
要
綱
の
制
定
に
つ
い

て

議
案
第
６
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

協
議
事
項

１
．
令
和
６
年
度
地
域
懇
談
会
意

見
集
約
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

２
．
組
合
員
の
負
債
超
過
状
況
に

つ
い
て

３
．
経
営
所
得
安
定
対
策
に
係
る

交
付
金
（
数
量
払
い
）
の
支

払
状
況
に
つ
い
て

４
．
令
和
５
年
産
馬
鈴
薯
追
加
払

い
に
つ
い
て

５
．
令
和
５
年
度
て
ん
菜
共
同
計

算
の
精
算
結
果
に
つ
い
て

６
．
令
和
５
年
産
種
子
馬
鈴
薯
価

格
の
決
定
に
つ
い
て

第
15
回
理
事
会

令
和
６
年
３
月
８
日

報
告
事
項

１
．
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

２
．
組
合
員
の
加
入
、
脱
退
に
つ

い
て 

３
．
令
和
５
年
度
仮
決
算
に
つ
い

て

４
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
態

勢
構
築
に
か
か
る
指
針
の
変

更
に
つ
い
て

５
．
固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

６
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

７
．
令
和
６
年
度
営
農
計
画
書
協

議
結
果
に
つ
い
て

８
．
令
和
５
年
度
農
機
・
部
品
展

示
即
売
会
売
上
実
績
に
つ
い

て 

議
案
第
１
号

　
　

役
員
報
酬
審
議
会
の
答
申
に

つ
い
て

議
案
第
２
号

　
　

組
合
員
・
利
用
者
本
位
の
業

務
運
営
に
関
す
る
取
組
方
針

の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　
　

就
業
規
則
の
一
部
変
更
に
つ

い
て 理

事
会
だ
よ
り

７
．
令
和
５
年
産
種
子
馬
鈴
薯
払

出
し
に
つ
い
て

８
．
固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
１
号

　
　

令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　
　

令
和
６
年
度
内
部
監
査
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　
　

職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

議
案
第
４
号

　
　

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ

等
へ
の
対
応
に
関
す
る
規
定

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
５
号

　
　

旅
費
・
実
費
弁
償
規
程
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

　
　

農
業
協
同
組
合
検
査
指
摘
事

項
に
対
す
る
改
善
状
況
等
の

報
告
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

　
　

組
合
員
の
出
資
減
口
並
び
に

資
格
変
動
に
つ
い
て

議
案
第
８
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
９
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
10
号

　
　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

営
農
振
興
部
営
農
振
興
課
営
農
振

興
係
長

坂　

井　

正　

樹

畜
産
部
畜
産
課
畜
産
係
長

二　

瓶　

孝　

行

信
用
部
融
資
課
融
資
係

成　

田　

雅　

史

畜
産
部
畜
品
課
畜
品
係

佐　

藤　

公　

一

畜
産
部
畜
産
課
畜
産
係

荒　
　
　

美　

帆

管
理
部
管
理
課
電
算
係

吉　

住　

優　

依

購
買
部
燃
料
課
燃
料
係

泉　

田　

し
の
ぶ

第
16
回
理
事
会

令
和
６
年
３
月
25
日
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地
域
懇
談
会
が
二
月

二
十
七
日
～
二
十
九
日

の
三
日
間
で
、
農
協
三
階
会
議
室

に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

懇
談
会
で
は
第
七
十
六
回
通
常

総
会
の
提
出
議
案
と
関
連
す
る
内

容
の
他
、
各
部
よ
り
令
和
五
年
度

の
変
更
点
や
情
勢
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。

　

組
合
員
か
ら
は
様
々
な
質
問
や

意
見
が
挙
げ
ら
れ
、
担
当
者
よ
り

三
月
一
日
、
薬
草
生
産
研
究
会
（
山
本
雅
法
会
長
）
の
定

期
総
会
が
農
協
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

山
本
会
長
の
挨
拶
の
後
、来
賓
の
株
式
会
社
夕
張
ツ
ム
ラ

製
薬
栽
培
部
部
長
斎
野
智
記
氏
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

議
長
は
山
本
会
長
が
兼
務
で
お
こ
な
い
全
議
案
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

　

薬
草
生
産
は
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
安
定
し

た
価
格
で
取
引
出
来
る
生
薬
の
魅
力
は
大
き
い
為
、
令
和

六
年
度
も
、
研
修
会
等
で
呼
び
掛
け
作
付
面
積
の
増
加
・

作
業
負
担
の
低
減
に
向
け
よ
り

一
層
の
努
力
を
し
て
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、
北
澤
徹
氏
が
会
長
に

選
任
さ
れ
た
。

✿
新
役
員
体
制

会　

長　

北　

澤　
　
　

徹

副
会
長　

伊　

藤　

浩　

晃

監　

事　

瓦　

井　

悟　

朗

具
体
的
な
回
答
・
説
明
を
し
、
こ

れ
か
ら
の
農
協
事
業
推
進
に
ご
検

討
、
ご
協
力
を
頂
け
る
よ
う
お
願

い
を
し
て
閉
会
し
た
。

地
域
懇
談
会

地
域
懇
談
会  

開
催
開
催懇談会の様子懇談会の様子

山本会長挨拶山本会長挨拶

総会の様子総会の様子

高橋組合長挨拶高橋組合長挨拶

〜

第31回薬草生産研究会総会開催第31回薬草生産研究会総会開催 〜

家
の
光

５
月
号
の
読
み
ど
こ
ろ

特
別
企
画

わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
10
の
行
動

～
今
日
か
ら
始
め
る
食
料
安
全
保
障
～

　

国
と
し
て
の
喫
緊
の
大
き
な
課
題

の
一
つ
で
あ
る
「
食
料
安
全
保
障
」

の
確
立
。
わ
た
し
た
ち
国
民
が
具
体

的
に
ど
ん
な
行
動
を
す
れ
ば
、
食
料

自
給
率
が
上
が
り
、
日
本
の
食
と
農

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ

う
か
。「
み
ん
な
の
小
さ
な
行
動
が

日
本
の
食
と
農
を
変
え
る
」
を
考
え

方
の
基
本
に
、
わ
た
し
た
ち
が
暮
ら

し
の
中
で
実
践
出
来
る
具
体
的
な
10

の
行
動
を
提
案
し
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
ス
マ
ホ
を

活
用
し
た
方
が
便
利
な
シ
ー
ン
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ス
マ
ホ

依
存
に
な
っ
た
り
、
思
わ
ぬ
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
や
り

と
り
で
人
間
関
係
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し

た
り
と
、
使
い
方
次
第
で
は
心
身
に

有
害
と
な
る
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。

快
適
な
ス
マ
ホ
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
た

め
に
、
ス
マ
ホ
の
便
利
な
活
用
法
を

わ
か
り
や
す
く
伝
え
な
が
ら
、
そ
の

付
き
合
い
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

６
月
号
予
告

ス
マ
ホ
と
の
上
手
な

つ
き
あ
い
方
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豊穣へ 春作業が始まりました�
〈種馬鈴薯〉４月下旬から開始される蒔付け作業へ向けて貯蔵施設より払出し作業様子

令和５年度 令和５年度 農機部品展示会開催農機部品展示会開催
　２月20日～21日の２日間で農協の生産資材店舗前にて部品展示会がメーカー協力のもと開催された。

　部品等が展示され実際に商品を手に取り、春から開始される農作業に向けて各種部品等を買い揃え

ていた。メーカー販売担当者からの機能説明や意見交換が行われ、賑わいを見せた展示会となった。

農機部品展示会の様子農機部品展示会の様子
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行
事
予
定

５
月

９
日　

和
牛
市
場

10
日　

飼
料
定
配

13
日　

乳
牛
市
場

中
旬　

農
業
廃
プ
ラ

15
日　

育
成
市
場

21
日　

Ｆ
１
市
場

24
日　

飼
料
定
配

28
日　

乳
牛
市
場

６
月

５
日　

和
牛
市
場

10
日　

飼
料
定
配

10
日　

乳
牛
市
場

13
日　

育
成
市
場

中
旬　

農
業
廃
プ
ラ

19
日　

Ｆ
１
市
場

25
日　

飼
料
定
配

お知らせお知らせ

◇ホクレン上士幌セルフ給油所◇
営業時間　　　　　
４月１日～３月31日

開店時間　午前８時　 閉店時間　午後７時

※セルフ洗車場

４月～10月　午前８時半～午後６時半

11月～３月　午前８時半～午後６時　

◇生 産 資 材 課◇
土曜日の営業時間が変わりました
年間（４月～３月）を通して午後12時まで
の営業
５月連休５時まで営業しております
（定休日：日曜日）

第76回 ＪＡ上士幌町通常総会
日時：６月７日㈮
　　　受付９時～　　開会10時～

場所：ＪＡ上士幌町３階会議室

　農繁期でご多忙の折と存じますが組合員皆様が総会に結集し「この一年・これからの一年」

の上士幌町農業振興策を全員で確認実行しましょう。組合員各位のご来場をお待ちしています。

視察研修の様子視察研修の様子

上
士
幌
町
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
同
好
会

上
士
幌
町
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
同
好
会

管
内
視
察
研
修

　

三
月
二
十
二
日
、
上
士
幌
町
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
同
好
会
（
小
椋
淳
一

会
長
）
は
管
内
視
察
研
修
を
実
施

し
、
会
員
八
名
が
出
席
し
た
。

　

当
日
は
中
札
内
村
の
農
事
組
合

法
人
カ
ー
フ
ゲ
ー
ト
を
訪
問
し
、

阿
部
淳
也
場
長
よ
り
施
設
概
要
や

日
々
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
組
合
員
の
酪
農
牧
場

か
ら
哺
育
・
育
成
牛
を
預
か
る
預

　

視
察
研
修
を
終
え
、
小
椋
淳
一

会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
数
年

実
施
で
き
て
い
な
か
っ
た
視
察
研

修
を
実
施
す
る
事
が
で
き
て
良
か

っ
た
。
新
し
く
学
べ
た
事
が
多
々

あ
り
、
今
後
の
営
農
活
動
に
活
か

し
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
て
い
た
。

今
後
も
知
識
習
得
の
た
め
勉
強
会

や
視
察
研
修
等
を
積
極
的
に
開
催

し
て
い
く
。

託
業
務
に
加
え
、
平
成

三
十
年
か
ら
は
中
札
内

村
営
牧
場
の
管
理
運
営

を
担
い
、
乳
牛
の
雌
牛

を
生
後
三
日
か
ら
八
カ

月
ま
で
育
て
る
第
一
牧

場
と
、
そ
の
牛
た
ち
に

授
精
を
行
い
初
妊
牛
に

し
て
各
牧
場
に
返
す
ま

で
の
世
話
を
す
る
第
二

牧
場
を
運
営
し
て
い
る
。

出
席
し
た
会
員
は
積
極

的
に
質
問
し
興
味
津
々

な
様
子
で
参
加
し
て
い

た
。
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将来の夢

　シェフになること

ご 両 親

　　豊　 さん

　悠　希 さん

籔
やぶ

根
ね

　　葵
あおい

くん（北　門）

全部100点とる！

将来の夢

　行司さん

ご 両 親

　智　貴 さん

　茉　紀 さん

A
よし

田
だ

　祥
しょう

太
た

朗
ろう

くん（北居辺）

国語をがんばる！

将来の夢

　スピードスケート選手

ご 両 親

　将　志 さん

　み　か さん

福
ふく

澤
ざわ

　　福
さち

ちゃん（北居辺）

兄より勉強をがんばる！

将来の夢

　王様になりたい

ご 両 親

　淳　一 さん

　優　美 さん

小
お

椋
ぐら

　蓮
れん

司
し

くん（萩ヶ岡）

算数のテストで100点をとる!!

一年生一年生ですです!!!!
ご入学おめでとうございます
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将来の夢

　爆買いすること

ご 両 親

　　拓　 さん

　友　美 さん

早
はや

坂
さか

　　類
るい

くん（北　門）

テストをがんばる！

将来の夢

　犬の髪切り屋さん

ご 両 親

　圭　太 さん

　愛　実 さん

楠
くすのき

　　華
は

奈
な

ちゃん（東居辺）

勉強をがんばる！

ピッカピカピッカピカのの
４月か

ら

将来の夢

　先生

ご 両 親

　優　造 さん

　奈々子 さん

増
ます

田
だ

　朔
さく

士
と

くん（上士幌）

算数と牛乳をがんばって飲む！

将来の夢

　アイス屋さん

ご 両 親

　亜里彩 さん

髙
たか

木
ぎ

　千
ち

鶴
づる

ちゃん（上音更）

算数をがんばる！
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作　　業　　名
（機　械　名）

規　格
基準料金
（ha）

基準
（比率）

作業料金 備　　　考

＊牧草収穫作業
・自走式モアコン １台
・自走式ハーベスター １台
・輸送ダンプ ３台
・ホイールローダ １台
・パワーショベル １台

一番草 57,200

面積割（ha）
（50％）

時間割（hr）
（50％）

28,600

85,800

＊時間当たり平均作業
　面積3.0ha として算出
＊燃料別
　ハーベスター・モアコン・トラクター

二番草 53,900

面積割（ha）
（50％）

時間割（hr）
（50％）

26,950

113,190

＊時間当たり平均作業
　面積4.2ha として算出
＊燃料別
　ハーベスター・モアコン・トラクター

＊デントコーン収穫作業
・自走式ハーベスター １台
・輸送ダンプ ３台
・ホイールローダ １台
・パワーショベル １台

デント
コーン 61,600

面積割（ha）
（50％）

時間割（hr）
（50％）

30,800

61,600

＊時間当たり平均作業
　面積2.0ha として算出
＊圃場と堆積場所の距離片道

1.5㎞以内
＊燃料別
　ハーベスター・トラクター

＊堆肥散布作業
・トラクター ２台
・マニアスプレッダー又は
　スリンガースプレッダー ２台
・ホイールローダ又は
　パワーショベル １台
＊燃料別
・トラクター
・ホイールローダ又は
　パワーショベル

マニア
スプレッダー 22,550

面積割（ha）
（20％）

時間割（hr）
（80％）

4,510

30,668

＊時間当たり平均作業
　面積1.7ha として算出
＊堆積圃場内又は、片道2.0㎞

以内
＊散布量３ｔ/10ａ

スリンガー
スプレッダー 22,550

面積割（ha）
（20％）

時間割（hr）
（80％）

4,510

30,668

＊時間当たり平均作業
　面積1.7ha として算出
＊堆積圃場内又は、片道2.0㎞

以内
＊散布量３ｔ/10ａ

令和６年度 上士幌町農業機械銀行（コントラクター）事業

粗飼料収穫・堆肥散布に係る作業基準、作業料金表
＊利用料金設定内容
　１．基本的なセット内容並びに時間当たり平均作業面積
　２．作業基準料金に基づき面積割、時間割の利用料金設定
　３．収量差、距離差により作業効率が変化 （輸送並びに踏込み体制を追加）

〈受託作業料金〉 （消費税込み表示）

〈その他作業料金〉 （消費税込み表示）

作　　業　　名
（機　械　名）

規　　格 基　　準 作業料金 備　　　考

＊消化液散布作業
・スラリータンカー １台

14.0ｔ 重量割（ｔ） 660 ＊オペレーター、トラクター付
＊燃料別

・テッピングワゴン １台 トラクター付 時間割（hr） 7,700 

＊細断型ラップ作業
・トラクター 

細断型コンビラップ
（タカキタMW-1230）

個 2,915
＊オペレータ付・燃料別
＊資材・重機別

＊プラソイラー作業
・オペレーター、トラクター付

スガノ
プラソイラー

時間割（hr） 14,300 ＊時間当たり平均作業
　面積1.3ha として算出

＊ごぼう播種作業 ホイルトレンチャー
（薬剤添加機付）

面積割（10a) 25,300 ＊オペレーター、トラクター付
＊燃料別

＊大豆収穫作業 コンバイン
（クラースLEX650T3）

面積割（10a) 6,160 ＊オペレーター付
＊燃料別

＊てん菜収穫作業 ビートハーベスター
（ニチノーRX.LX-660）

面積割（10a) 5,500 ＊オペレーター、トラクター付
＊燃料別

＊石礫寄せ作業 ストーンディガー
（イダ式 SD-1900）

時間割（hr） 10,010 ＊オペレーター、トラクター付
＊燃料別

＊石礫除去作業 ストーンピッカー
（イダ式 SST-1100A）

時間割（hr） 17,050 ＊オペレーター、トラクター付
＊燃料別

＊鎮圧作業 ケンブリッジローラー
（Heva7.2m）

面積割（10a） 1,650 ＊オペレーター、トラクター付
＊燃料別
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令和６年度　上士幌町農業機械銀行（コントラクター）事業

デントコーン播種作業料金表

作業名 作　業　内　容 規　格 単位
令和６年度
利用料金
（税込み）

備　　考

耕 起 リバーシブルプラウ 20*5 10ａ 2,200円 

砕土・整地

ロータリーハロー １回掛け 10ａ 1,980円

ロータリーハロー ２回掛け 10ａ 3,080円 

デスクハロー １回掛け 10ａ 1,870円 

デスクハロー ２回掛け 10ａ 3,080円 

パワーハロー １回掛け 10ａ 1,870円 

パワーハロー ２回掛け 10ａ 3,080円

ケンブリッチローラー １回掛け 10ａ 1,650円 

ケンブリッチローラー ２回掛け 10ａ 2,090円 

播 種

プランター ４畦用 10ａ 1,870円 積込料 110円加算

真空播種機 ６畦用 10ａ 1,870円 積込料 110円加算

不耕起播種機 ６畦用 10ａ 1,980円 積込料 110円加算

施 肥 ブロードキャスター 作業一式 10ａ 990円 積込料 110円加算

防 除 スプレーヤー 作業一式 10ａ 1,760円 薬剤は除く

※圃場に石礫等の異物があり、突発的に故障が発生した場合は地主の責任とする。

　但し、消耗部品の破損はその限りではない。

※作業料には、トラクター経費・オペレーター労賃を含んでいます。（燃料は別途）

※上記は、基準料金で面積・形状・傾斜・湿地等により異なる場合があります。

※この施行料金は、必要に応じて見直しする場合があります。
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令和６年度　上士幌町農業機械銀行事業

農業機械貸出利用料金表
「農業機械銀行」の利用で機械の過剰投資を抑制し経営の安定をはかろう� （消費税込み表示）

機　械　名 作業名 型　　　式 作業幅等 単位
令和６年度
利用料金
（円）

備　考

深 耕 ロ ー タ リ ー 整 地 ニプロ PL1902 1.9ｍ 10ａ 3,300

野 菜 移 植 機 苗 移 植

ヤンマーCP-T2 ２畦用

10ａ 1,980ヤンマーACP-1HG １畦用

ヤンマーTRIUM-2 ２畦用

ス ト ー ン デ ィ ガ ー 石 礫 除 去 イダ式 ST-1900 1.9ｍ
時間 4,400

１日 44,000

ス ト ー ン ピ ッ カ ー 石 礫 除 去 イダ式 SST-1100A 1.1-1.2ｍ
時間 3,850

１日 38,500

シ ョ ベ ル ロ ー ダ ー 堆 肥 攪 拌 TCM E830 1.3㎥
時間 3,850 燃料別

１日 38,500 燃料別

シ ョ ベ ル ロ ー ダ ー 堆 肥 積 込 TCM E830 1.3㎥
時間 3,850 燃料別

１日 38,500 燃料別

マ ニ ヤ ス プ レ ッ ダ ー 堆 肥 散 布 ヤンマーJD785 12.6㎥
時間 2,750

１日 27,500

掘 取 機 薬 草 収 穫

カワベBVD-30 １畦用 10ａ 4,400

カワベBVD-1002 ２畦用 10ａ 5,500

トマベチTG400-HL900 １畦用 10ａ 6,600

プ ラ ソ イ ラ ー 硬盤層処理 スガノプラソイラー ５本爪
時間 2,200

１日 22,000

ながいもトレンチャー 播種床整地 畠山技研TST-1202S ２畦用 10ａ 22,000

※使用上に欠陥があり、突発的に故障が発生した場合は借主の責任とする。

　但し、消耗部品の破損はその限りではない。

※１日の利用の場合は、利用料金を10％割引する。（10時間利用の場合）
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健診種類 実施日時など 内　　容 お申込み先

巡回ドック

場所：

ふれあい

プラザ

春：5月29日㈬・30日㈭
➡申込〆切日：5月1日㈪

特定健診

後期健診

基本健診

肺がん検診

胃がん検診

（巡回ドックはバ

リウムのみ、人間

ドックは胃カメラ

も選択可）

大腸がん検診など

農協　または

ふれあいプラザ冬：1月28日㈫～31日㈮
➡申込〆切日：12月19日㈭

人間ドック

場所：

厚生病院

3月まで随時実施 農協

令和６年度上士幌町各種健診受付のお知らせ令和６年度上士幌町各種健診受付のお知らせ

※１月巡回ドックの詳細については、広報等で再度ご案内します。

※ 帯広徳洲会・音更宏明館・北斗病院でも人間ドックを行っていますが、農協からの助成はありませ

ん。詳しくはふれあいプラザまでお問い合わせください。

【問合せ先】農協管理課
　　　　　　または役場保健福祉課健康増進担当（ふれあいプラザ内　電話２－４１２８）

　今年度も、帯広厚生病院実施の巡回ドック、人間ドックへの健診助成を行います。

　40歳以上の国民健康保険加入の方が対象の特定健診及び75歳以上の方が対象の後期健診は無料で受

診することができます。また、巡回ドックでは18歳～39歳の方の基本健診も無料で実施しております

ので、ご自身の体の変化を確認する機会として、年に一度の健診受診をお願い致します。

★健康保険が「国民健康保険」から「協会けんぽ」に変わられたみなさまへ★

　あなたが協会けんぽの被保険者（本人）か被扶養者（配偶者・家族）かで、巡回ドックの申込方法

が変わります。※被保険者か被扶養者かは、健康保険証を見るとわかります。

　　●被保険者（本人）の場合

　　　①協会けんぽから送られてくる「生活習慣病予防健診対象者一覧」を、ふれあいプラザへご持

参ください。来所時に健診受診日などを決めさせていただきます。

　　　②協会けんぽがおこなっている健診の詳細は、自宅に送られてくる「生活習慣病予防健診のご

案内」をご参照ください。

　　●被扶養者（配偶者�家族）の場合

　　　　①４月に協会けんぽから自宅へ『受診券』が送付されますので、受診当日にご持参ください。

　　　　②受診券の有無などの確認がある為、ふれあいプラザまで健診をお申込みください。
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JA 組合員の皆様へ

お問い合わせは、農協営農振興課迄お願い致します。

㊟組合員料金は組合員（ご家族（農業従事者）含）の方のみです。
農協職員の方及び農協協力会社又は関連会社、準組合員の方は適用されません。

令和６年度　組 合 員 料 金 表

～　作 業 免 許 料 金 表　～

（消費税・写真代・申請料込）

車　種 所　持　免　許 通　常　料　金
組 合 員 料 金

（４月〜12月末入校まで）

大　型

普　　　通

（平成29年３月12日以降の普通免許）

399,740円
399,000円冬期料込  405,240円

準
中
型

準中型５ｔ限定
357,940円

357,000円冬期料込  363,440円

限定無し
324,280円

324,000円冬期料込  329,780円

中　

型

中型８ｔ限定
292,930円

292,000円冬期料込  298,430円

限定無し
230,230円

230,000円冬期料込  235,730円

中　型

普　　　通

（平成29年３月12日以降の普通免許）

213,290円
191,000円冬期料込  218,790円

準
中
型

準中型５ｔ限定
179,410円

161,000円冬期料込  184,910円

限定無し
160,160円

144,000円冬期料込  165,660円

けん引 普通免許以上
169,940円

152,000円冬期料込  175,440円

大　

特

大　特

の　み
普通免許以上

139,580円
125,000円冬期料込  145,080円

車両系

セット
普通免許以上

170,580円
153,000円冬期料込  176,080円

フォーク
リフト
セット

普通免許以上
159,580円

143,000円冬期料込  165,080円

※組合員料金は４月～12月末までの期間です。１月～３月末までは、通常の冬期料金となります。（けん引除く）
※価格は予告なく変動することがあります。ご了承ください。

車両系建設機械（整地）
大特免許所持者 ４２,０００円 車両系建設機械（整地）

大特免許なし １０１,４００円

フォークリフト
大特免許所持者 ３１,０００円 フォークリフト

大特免許なし ５１,９００円

玉　　掛 ３３,８００円 小型移動式クレーン
（玉掛終了後） ４６,４００円

運転免許については…

　　　〒０８２－００１３

　　　河西郡芽室町東３条10丁目１番地

　　　芽室自動車学校
　　　℡０１５５－６２－２２２６

作業免許については…

　　　〒０８２－００１５

　　　河西郡芽室町東５条10丁目３番地

　　　芽室自動車学校 十勝教習センター
　　　℡０１５５－６２－１０３９


